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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画像の少なくとも一部分と、マークとを、表示手段の表示画面に表示させる表示
制御部を有し、
　前記表示制御部は、
　前記第１の画像に重なる位置に前記マークを表示させ、
　前記第１の画像の少なくとも一部分を前記表示画面に表示させる場合において所定の操
作が行われると、
　前記表示画面に対する前記マークの表示位置と、
　前記第１の画像の少なくとも一部分を表示させるための領域であって、その領域におけ
る一端が前記表示画面における一端に対応し、その領域における前記一端とは異なる他端
が前記表示画面おける前記一端とは異なる他端に対応する領域である第１の領域の前記表
示画面に対する位置とは変えずに、
　前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動かし、
　前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた画像を、前記第１の画像とは
異なる位置に表示させる
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　表示手段の表示画面における、第１の画像の少なくとも一部分を表示させるための領域
であって、その領域における一端が前記表示画面における一端に対応し、その領域におけ
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る前記一端とは異なる他端が前記表示画面おける前記一端とは異なる他端に対応する領域
である第１の領域に、前記第１の画像の少なくとも一部分を表示させ、マークを前記第１
の領域に含まれる第２の領域に表示させる表示制御部を有し、
　前記第１の領域の位置、及び、前記第２の領域の位置は前記表示画面に対して固定であ
り、
　前記表示制御部は、
　前記第１の画像の少なくとも一部分を前記表示画面に表示させる場合において所定の操
作が行われると、前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動かし、
　前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた画像を、前記第１の画像とは
異なる位置に表示させる
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項３】
　前記第１の画像は、撮像部によって撮像される複数の画像から生成された画像である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記第１の画像は、撮像部によって撮像される複数の画像が合成された画像である
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記第１の画像は、撮像部によって撮像される複数の画像が繋ぎ合わされた画像である
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記マーク は矩形状のマークである
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記マーク は枠である
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　タッチパネルを有し、
　前記所定の操作は、前記タッチパネルにおける、当該所定の操作によって前記表示画面
に対する位置が変わらない前記第１の領域に対する操作である
　ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記所定の操作は、フリック操作である
　ことを特徴とする請求項８記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記所定の操作は、スワイプ操作である
　ことを特徴とする請求項８記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記第１の画像はパノラマ画像である
　ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
　前記第１の画像は、撮像部が撮像範囲を変更して撮像可能な撮像可能範囲を示す画像で
ある
　ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１３】
　前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた撮像範囲を撮像装置に撮像さ
せる指示を前記撮像装置に出力する出力部を備え、
　前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた画像は、前記指示に応じて前
記撮像装置によって撮影される画像である
　ことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載の表示制御装置。
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【請求項１４】
　前記表示制御部は、前記所定の操作に応じて、前記第１の領域に表示させる範囲を変更
するよう、前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動かす
　ことを特徴とする請求項１～１３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１５】
　前記表示制御部は、前記第１の領域の中央に、前記所定の操作によって前記表示画面に
対する表示位置が変わらない前記マークを表示させる
　ことを特徴とする請求項１～１４のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１６】
　前記表示制御部は、
　所定の操作が行われると、前記所定の操作が行われる前に前記異なる位置に表示してい
た画像から、前記第１の画像における、前記所定の操作が行われた後に前記マークと重な
る領域に応じた画像へと、前記異なる位置に表示させる画像を変更する、
　ことを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１７】
　前記マークは、前記表示手段において画像を表示可能な最大の領域に対応する前記表示
画面に表示される、前記第１の画像の一部分よりも小さい
　ことを特徴とする請求項１～１６のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の表示制御装置と、
　前記第１の画像の少なくとも一部分と、前記マークと、前記第１の画像における前記マ
ークと重なる領域に応じた画像とを表示する表示部と
　を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の表示制御装置と、
　前記第１の画像の少なくとも一部分と、前記マークと、前記第１の画像における前記マ
ークと重なる領域に応じた画像とを表示する表示部と、
　前記第１の画像を撮像する撮像部と
　を有することを特徴とする撮像システム。
【請求項２０】
　第１の画像の少なくとも一部分と、前記第１の画像に重なる位置に表示されるマークと
、前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた第２の画像とを表示手段の表
示画面に表示させ、
　前記第１の画像の少なくとも一部分を前記表示画面に表示させる場合において所定の操
作が行われると、前記表示画面に対する前記マークの表示位置と、前記第１の画像の少な
くとも一部分を表示させるための領域であって、その領域における一端が前記表示画面に
おける一端に対応し、その領域における前記一端とは異なる他端が前記表示画面おける前
記一端とは異なる他端に対応する領域である第１の領域の前記表示画面に対する位置とは
変えずに、前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動かし、前記所定の操作が行われる
前に表示していた前記第２の画像を、前記第１の画像における、前記所定の操作が行われ
た後に前記マークと重なる領域に応じた第３の画像へと変更する
　ことを特徴とする表示制御方法。
【請求項２１】
　第１の画像の少なくとも一部分を表示させるための領域であって、その領域における一
端が表示手段の表示画面における一端に対応し、その領域における前記一端とは異なる他
端が前記表示画面おける前記一端とは異なる他端に対応する領域であり、前記表示画面に
対して固定の領域である第１の領域に、第１の画像の少なくとも一部分を表示させ、前記
第１の領域に含まれ、前記表示画面に対して固定の第２の領域にマークを表示させ、前記
表示画面における前記第１の画像とは異なる位置に、前記第１の画像における前記マーク
と重なる領域に応じた第２の画像を表示させ、
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　前記第１の画像の少なくとも一部分を前記表示画面に表示させる場合において所定の操
作が行われると、前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動かし、前記所定の操作が行
われる前に表示していた前記第２の画像を、前記第１の画像における、前記所定の操作が
行われた後に前記マークと重なる領域に応じた第３の画像へと変更する
　ことを特徴とする表示制御方法。
【請求項２２】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の表示制御装置の各手段としてコンピュータを機
能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置の撮像範囲を制御する制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、クライアント装置からネットワークを介して撮像装置の撮像方向、又は、ズーム
を操作する技術が知られている。
【０００３】
　また、撮像装置が撮像方向又はズームを変更することによって撮像可能な範囲を示すパ
ノラマ画像をクライアント装置において表示させる技術が知られている。
【０００４】
　さらに、クライアント装置において表示されたパノラマ画像上の位置をユーザが指定す
ると、パノラマ画像上の指定された位置に応じた方向に撮像装置の撮像方向を変更させる
技術が知られている（例えば、特許文献１）。
【０００５】
　さらに特許文献１には、ユーザがパノラマ画像上の位置を指定するとパノラマ画像の表
示を更新して、クライアント装置において表示されるパノラマ画像の中心と、ユーザが指
定したパノラマ画像上の位置とを一致させることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－４３５０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし従来の方法では、撮像装置が撮像可能な範囲における所望の位置（例えば、パノ
ラマ画像上の所望の位置）をユーザが指定することが困難となる場合があった。
【０００８】
　例えば、携帯用端末などの小型のディスプレーでパノラマ画像を表示させる場合、表示
されるパノラマ画像自体が小さいため、パノラマ画像上の所望の範囲を指定することがユ
ーザにとって困難となる場合があった。
【０００９】
　そして、パノラマ画像上等の所望の範囲を指定できないために、ユーザは撮像装置の撮
像範囲を所望の範囲に変更することができない場合があった。
【００１０】
　そこで本発明は、所望の範囲をユーザが容易に指定できるようにすることを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の表示制御装置は、第１の画像の少なくとも一部分と、マークとを、表示手段の
表示画面に表示させる表示制御部を有し、前記表示制御部は、前記第１の画像に重なる位
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置に前記マークを表示させ、前記第１の画像の少なくとも一部分を前記表示画面に表示さ
せる場合において所定の操作が行われると、前記表示画面に対する前記マークの表示位置
と、前記第１の画像の少なくとも一部分を表示させるための領域であって、その領域にお
ける一端が前記表示画面における一端に対応し、その領域における前記一端とは異なる他
端が前記表示画面おける前記一端とは異なる他端に対応する領域である第１の領域の前記
表示画面に対する位置とは変えずに、前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動かし、
前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた画像を、前記第１の画像とは異
なる位置に表示させる。
　また、本発明の表示制御装置は、表示手段の表示画面における、第１の画像の少なくと
も一部分を表示させるための領域であって、その領域における一端が前記表示画面におけ
る一端に対応し、その領域における前記一端とは異なる他端が前記表示画面おける前記一
端とは異なる他端に対応する領域である第１の領域に、前記第１の画像の少なくとも一部
分を表示させ、マークを前記第１の領域に含まれる第２の領域に表示させる表示制御部を
有し、前記第１の領域の位置、及び、前記第２の領域の位置は前記表示画面に対して固定
であり、前記表示制御部は、前記第１の画像の少なくとも一部分を前記表示画面に表示さ
せる場合において所定の操作が行われると、前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動
かし、前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた画像を、前記第１の画像
とは異なる位置に表示させる。
【００１２】
　本発明の表示制御方法は、第１の画像の少なくとも一部分と、前記第１の画像に重なる
位置に表示されるマークと、前記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた第
２の画像とを表示手段の表示画面に表示させ、前記第１の画像の少なくとも一部分を前記
表示画面に表示させる場合において所定の操作が行われると、前記表示画面に対する前記
マークの表示位置と、前記第１の画像の少なくとも一部分を表示させるための領域であっ
て、その領域における一端が前記表示画面における一端に対応し、その領域における前記
一端とは異なる他端が前記表示画面おける前記一端とは異なる他端に対応する領域である
第１の領域の前記表示画面に対する位置とは変えずに、前記第１の画像を前記所定の操作
に応じて動かし、前記所定の操作が行われる前に表示していた前記第２の画像を、前記第
１の画像における、前記所定の操作が行われた後に前記マークと重なる領域に応じた第３
の画像へと変更する。
　また、本発明の表示制御方法は、第１の画像の少なくとも一部分を表示させるための領
域であって、その領域における一端が表示手段の表示画面における一端に対応し、その領
域における前記一端とは異なる他端が前記表示画面おける前記一端とは異なる他端に対応
する領域であり、前記表示画面に対して固定の領域である第１の領域に、第１の画像の少
なくとも一部分を表示させ、前記第１の領域に含まれ、前記表示画面に対して固定の第２
の領域にマークを表示させ、前記表示画面における前記第１の画像とは異なる位置に、前
記第１の画像における前記マークと重なる領域に応じた第２の画像を表示させ、前記第１
の画像の少なくとも一部分を前記表示画面に表示させる場合において所定の操作が行われ
ると、前記第１の画像を前記所定の操作に応じて動かし、前記所定の操作が行われる前に
表示していた前記第２の画像を、前記第１の画像における、前記所定の操作が行われた後
に前記マークと重なる領域に応じた第３の画像へと変更する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、所望の範囲をユーザが容易に指定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明にかかる撮像システムを示す図。
【図２】撮像装置１１０の撮像範囲を変更するための操作例を示す図。
【図３】撮像装置１１０の撮像方向をパン方向に変更するための操作例を示す図。
【図４】撮像装置１１０の撮像方向をチルト方向に変更するための操作例を示す図。
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【図５】撮像装置１１０の画角を変更するための操作例を示す図。
【図６】第１の実施形態にかかる端末装置１２０の動作を示す図。
【図７】第２の実施形態にかかる端末装置１２０の動作を示す図。
【図８】撮像装置１１０の撮像可能範囲のうち端末装置１２０に表示される領域を示す図
。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。
【００１６】
　＜実施形態１＞
　本発明にかかる撮像システムについて図１を用いて説明する。図１に示す撮像システム
において、撮像装置１１０と端末装置１２０がネットワーク１３０を介して接続される。
ネットワーク１３０には複数の撮像装置１１０が接続されることとしてもよい。
【００１７】
　撮像装置１１０は、撮像範囲を変更して撮像を行うことが可能な撮像装置である。撮像
装置１１０は、例えばネットワークカメラとすることができる。
【００１８】
　端末装置１２０は、撮像装置１１０が撮像する撮像範囲を変更させる制御を行う制御装
置である。端末装置１２０は、例えば、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）と
することができる。あるいは、例えば、タブレット端末、スマートフォン等の携帯用端末
とすることができる。
【００１９】
　撮像装置１１０が撮像した撮像画像は、ネットワーク１３０を介して端末装置１２０に
送信され、端末装置１２０の表示部１２５に表示される。
【００２０】
　端末装置１２０は、撮像装置１１０が撮像方向及び画角を変更して撮像可能な範囲を示
す画像であるパノラマ画像の一部又は全体を表示部１２５に表示させる。
【００２１】
　端末装置１２０は、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲のうち、端末
装置１２０の表示画面における第１の領域（図２の表示領域２２２）に対応付ける範囲を
表示画面に対する操作に基づいて変更することができる。
【００２２】
　本実施形態では、端末装置１２０が表示部１２５を有する場合について説明するが、こ
れに限らない。端末装置１２０は、端末装置１２０に接続された外部の表示装置を制御し
て、撮像装置１１０から受信した撮像画像を表示装置に表示させることとしてもよい。
【００２３】
　ネットワーク１３０は、例えば、インターネットや有線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａ
ｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、又は、アナログケーブル等により構成される。ネットワーク
１３０は、その通信規格、規模、構成を問わない。ＬＡＮの通信規格として、例えばＥｔ
ｈａｎｅｔ（登録商標）等を用いることができる。
【００２４】
　まず、撮像装置１１０の構成について図１を用いて説明する。
【００２５】
　撮像部１１３は、被写体を撮像して撮像画像を生成する。撮像部１１３は、レンズやＣ
ＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃ
ｔｏｒ）などの撮像素子などによって構成される。撮像素子はレンズによって結像された
被写体の像を画像信号に変換して撮像画像を生成する。撮像部１１３の撮像方向は、後述
の駆動制御部１１４の制御により変更することができる。
【００２６】
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　画像処理部１１６は、撮像部１１３が生成した画像信号に対する画像処理を行う。画像
処理部１１６は、例えば、撮像部１１３が撮像した画像の符号化を行う。符号化方式とし
て例えば、ＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏ
ｕｐ）を用いることができる。または、符号化方式として、Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４　
ＡＶＣ（以下Ｈ．２６４）を用いることができる。あるいは符号化方式として、ＨＥＶＣ
（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ符号化方式）を用いるこ
とができる。符号化方式はこれらに限られない。また、画像処理部１１６は複数の符号化
方式の中から符号化方式を選択して符号化を行うこととしてもよい。
【００２７】
　また画像処理部１１６は、撮像部１１３が複数の撮像方向で撮像した撮像画像を合成し
たパノラマ画像を生成する。本実施形態において画像処理部１１６は、撮像装置１１０が
撮像方向又はズームを変更して撮像可能な範囲に対応する領域のパノラマ画像を生成する
。パノラマ画像の符号化方式として、例えばＪＰＥＧ、ＰＮＧ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ）、ＧＩＦ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ
　Ｆｏｒｍａｔ）、ＢＭＰ（Ｂｉｔ　Ｍａｐ　Ｉｍａｇｅ）等を用いることができる。ま
たは、パノラマ画像の符号化方式として、Ｈ．２６４、ＨＥＶＣ等の符号化方式を用いる
ことができる。
【００２８】
　本実施形態では、撮像装置１１０の画像処理部１１６がパノラマ画像を生成する例につ
いて説明するが、これに限らない。端末装置１２０がパノラマ画像を生成することとして
もよい。すなわち、撮像装置１１０から受信した複数の撮像画像を端末装置１２０が合成
してパノラマ画像を生成してもよい。あるいは、ネットワーク１３０に接続された不図示
のサーバが、撮像装置１１０が撮像した撮像画像を合成してパノラマ画像を生成すること
としてもよい。端末装置１２０は、このサーバが生成したパノラマ画像をネットワーク１
３０を介して取得することとしてもよい。パノラマ画像をいずれの装置が生成するかにつ
いては、特に限定しない。
【００２９】
　駆動制御部１１４は、撮像部１１３の撮像方向、又は、画角を変更させる制御を行う。
本実施形態において、駆動制御部１１４は、撮像部１１３の撮像方向をパン方向、及び、
チルト方向に変化させる制御を行う。また本実施形態において駆動制御部１１４は、ズー
ム倍率を変更して撮像部１１３の撮像範囲の画角を変更させる。
【００３０】
　本実施形態では、撮像装置１１０がパン方向、及び、チルト方向に撮像方向を変更可能
であり、撮像画角を変更することができる場合について説明するがこれに限らない。
【００３１】
　少なくとも１方向に撮像方向でき、画角を変更する機能を有さない撮像装置１１０につ
いても本発明を適用することができる。また、撮像方向を変更する機能を有さず、撮像画
角を変更する機能を有する撮像装置にも本発明を適用することができる。
【００３２】
　本実施形態では、撮像装置１１０が駆動制御部１１４を有する場合について説明するが
これに限らない。撮像装置１１０に取り付けられた雲台等によって撮像部１１３の撮像方
向が変更されることとしてもよい。
【００３３】
　記憶部１１５は、撮像部１１３が撮像し、画像処理部１１６が画像処理を行った撮像画
像を記憶する。また記憶部１１５は、画像処理部１１６が生成したパノラマ画像を記憶す
る。さらに、記憶部１１５は後述の制御部１１２が用いる制御パラメータを保持する。
【００３４】
　撮像画像、及び、パノラマ画像は、撮像装置１１０に接続された外部記憶装置に記録さ
れることとしてもよい。例えば、撮像画像又はパノラマ画像を撮像装置１１０に装着され
たメモリカード等に記録されることとしてもよい。あるいは、撮像画像又はパノラマ画像
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をネットワーク１３０に接続された不図示のＮＡＳ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｔｔａｃｈｅｄ
　Ｓｔｏｒａｇｅ）等に記録することとしてもよい。
【００３５】
　通信部１１１は、撮像部１１３において撮像され画像処理部１１６において画像処理さ
れた撮像画像を、端末装置１２０に送信する。また通信部１１１は、画像処理部１１６が
生成したパノラマ画像を端末装置１２０に送信する。さらに通信部１１１は、端末装置１
２０から撮像装置１１０に対する制御命令を受信する。撮像装置１１０に対する制御命令
として、例えば、撮像部１１３の撮像方向の変更を指示する命令が含まれる。また、撮像
装置１１０に対する制御命令として、撮像部１１３の画角の変更を指示する命令が含まれ
る。
【００３６】
　制御部１１２は、図１に示した撮像装置１１０の各構成の制御を行う。制御部１１２は
例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）などのプロセッサ
とすることができる。制御部１１２がプロセッサとして構成される場合、例えば制御部１
１２は、記憶部１１５に記憶されたプログラムを実行することにより、撮像装置１１０の
各構成を制御する。
【００３７】
　次に端末装置１２０の構成について図１を用いて説明する。
【００３８】
　通信部１２１は、撮像装置１１０から撮像画像を取得する。また通信部１２１は、パノ
ラマ画像を取得する。さらに、通信部１２１は撮像装置１１０に対する操作指示を撮像装
置１１０に出力する。操作指示は例えば、後述の操作部１２６をユーザが操作して入力し
た入力信号に基づいて生成され、撮像装置１１０に送信される。
【００３９】
　通信部１２１は、端末装置１２０の表示画面における第１の領域（表示領域２２２）の
一部の第２の領域（枠２２３が示す領域）に対応する撮像範囲を撮像装置１１０に撮像さ
せる指示を撮像装置１１０に出力する。
【００４０】
　本実施形態では、端末装置１２０がパノラマ画像を取得する場合について説明するがこ
れに限らない。パノラマ画像のかわりに、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能
な範囲を示す、予め用意された画像を用いることとしてもよい。
【００４１】
　例えば、パノラマ画像のかわりに、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範
囲の地図を取得して用いてもよい。この画像はパノラマ画像と同様、いずれから取得する
かについては限定されない。この画像を撮像装置１１０から取得してもよい。この画像を
端末装置１２０の記憶部１２３から取得することとしてもよい。あるいは、この画像をネ
ットワーク１３０に接続された不図示の記憶装置から取得することとしてもよい。
【００４２】
　記憶部１２３は通信部１２１が取得した撮像画像を保持する。また、記憶部１２３は通
信部１２１が取得したパノラマ画像を保持する。
【００４３】
　表示部１２５は、後述の制御部１２２の制御に従って、撮像画像及びパノラマ画像を表
示する。表示部１２５は、図２用いて後述するように、端末装置１２０の表示画面上の表
示領域２２１に撮像装置１１０から受信した撮像画像を表示する。また、表示部１２５は
、表示画面上の表示領域２２２（第１の領域）にパノラマ画像の一部又は全体を表示する
。
【００４４】
　パノラマ画像全体のうちいずれの範囲の画像を表示領域２２２に表示させるかは、ユー
ザが端末装置１２０の表示画面に対して操作を行って変更することができる。
【００４５】
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　本実施形態において、表示部１２５はさらに、パノラマ画像に重畳して枠２２３を表示
する。枠２２３は、表示されたパノラマ画像が示す範囲のうち、撮像装置１１０の撮像部
１１３に撮像させる撮像範囲を示す領域（第２の領域）を示す枠である。端末装置１２０
は、撮像装置１１０の撮像範囲が、パノラマ画像において枠２２３が示す領域に対応した
範囲となるように、撮像画像の撮像方向及び画角を制御する。
【００４６】
　本実施例では端末装置１２０は、表示画面における第１の領域（表示領域２２２）の一
部の第２の領域（枠２２３が示す領域）に対応する撮像範囲を撮像装置１１０に撮像させ
る指示を撮像装置１１０に出力し、撮像画像の撮像範囲を制御する。
【００４７】
　表示部１２５は、枠２２３を表示領域２２２における所定の位置に表示する。例えば表
示部１２５は、枠２２３が示す領域（第２の領域）が表示領域２２２（第１の領域）の中
央を含むように表示する。あるいは表示領域２２２において枠２２３を表示する位置をユ
ーザが設定できることとしてもよい。
【００４８】
　表示部１２５は、ユーザの指示に応じて枠２２３を表示するか否かを切り替えることと
してもよい。また、本実施形態では表示部１２５が枠２２３を表示する場合について説明
するが、枠２２３は必ずしも表示しなくてもよい。
【００４９】
　本実施形態において、表示部１２５が表示する枠２２３の大きさは一定であるものとす
るが、表示領域２２２の大きさに対する枠２２３の大きさをユーザが変更できることとし
てもよい。
【００５０】
　操作部１２６は、端末装置１２０の表示画面に対するユーザの操作を受け付ける。例え
ば操作部１２６は、端末装置１２０が備えるタッチパネルを用いた操作を受け付ける。タ
ッチパネルに対してユーザが行う操作は、例えば、タップ、スワイプ、フリック、ピンチ
イン、ピンチアウト等のタッチ操作とすることができる。あるいは操作部１２６は、端末
装置１２０に接続されたマウスやキーボードを用いてユーザが行う操作を受け付けること
ができる。
【００５１】
　ユーザによる操作の内容、及び、ユーザの操作に応じて端末装置１２０が撮像装置１１
０に出力する操作指示の内容については、図２から図５を用いて詳細を後述する。
【００５２】
　決定部１２４は、操作部１２６が受け付けた操作の内容に応じて、撮像装置１１０に送
信する操作指示の内容を決定する。例えば決定部１２４は、操作部１２６に対する操作量
に応じて、撮像装置１１０の撮像方向をパン方向又はチルト方向に移動させるための制御
値を決定する。あるいは操作部１２６に対する操作量に応じて、撮像装置１１０の画角を
拡大又は縮小させるための制御値を決定する。
【００５３】
　決定部１２４は、表示領域２２２に表示する画像の位置が変更された距離、又は、表示
領域２２２に表示する画像の大きさが変更された割合の一方のみに応じて撮像範囲を変更
させる変更量を決定することとしてもよい。
【００５４】
　上述の通信部１２１は、決定部１２４が決定した結果に応じて撮像装置１１０の撮像範
囲を変更させる指示を出力する。
【００５５】
　制御部１２２は、図１に示した端末装置１２０の各構成の制御を行う。例えば、制御部
１２２は、表示部１２５を制御して表示部１２５に撮像画像、パノラマ画像の一部又は全
体、及び、枠２２３を表示させる表示制御を行う。
【００５６】
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　制御部１２２は例えば、ＣＰＵなどのプロセッサとすることができる。制御部１２２が
プロセッサとして構成される場合、例えば制御部１２２は、記憶部１２３に記憶されたプ
ログラムを実行することにより、端末装置１２０の各構成を制御する。
【００５７】
　次に、ユーザが端末装置１２０を操作して撮像装置１１０の撮像範囲を変更する例につ
いて、図２から図５を用いて説明する。
【００５８】
　図２の例において、撮像装置１１０は撮像方向をパン方向及びチルト方向に変更するこ
とができるネットワークカメラである。撮像装置１１０はズーム機構を有し、撮像範囲の
画角を変更することができる。
【００５９】
　図２において範囲２１０は、撮像装置１１０がカメラの撮像方向及び画角を変更して撮
像可能な撮像対象の範囲を表す。また図２において、撮像範囲を示す枠２１１は撮像装置
１１０が現在撮像している範囲を表している。
【００６０】
　撮像装置１１０は、撮像部１１３の撮像方向を変更して撮像した複数の撮像画像を合成
して、範囲２１０に対応する範囲のパノラマ画像を生成する。生成したパノラマ画像はネ
ットワーク１３０を介して端末装置１２０に送信される。
【００６１】
　本実施形態では、撮像装置１１０がパノラマ画像を生成して送信する場合について説明
するが、撮像装置１１０撮像した複数の撮像画像を用いて、端末装置１２０がパノラマ画
像を生成することとしてもよい。
【００６２】
　また図２の例において、端末装置１２０は、撮像装置１１０のパン、チルト、及び、ズ
ームを制御するタブレット端末である。端末装置１２０は、ネットワーク１３０を介して
撮像装置１１０と通信を行う。図２に示した例では、端末装置１２０は無線ＬＡＮを介し
て撮像装置１１０と通信を行う。
【００６３】
　端末装置１２０は、撮像装置１１０が撮像した撮像画像を、表示画面上の表示領域２２
１に表示させる。また端末装置１２０は、取得したパノラマ画像の一部または全体を、表
示画面上の表示領域２２２に表示させる。表示領域２２１及び表示領域２２２の表示レイ
アウトは図２の例に限られず、任意である。
【００６４】
　端末装置１２０は、パノラマ画像にかえて、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像
することができる範囲を示す地図画像の一部又は全体を表示領域２２２に表示させること
としてもよい。
【００６５】
　さらに図２の例では、表示領域２２２内の所定位置に枠２２３が表示される。枠２２３
は、撮像装置１１０の撮像範囲とする範囲を示す。すなわち端末装置１２０は、表示領域
２２２（第１の表示領域）に、撮像装置１１０が撮像する撮像範囲（枠２２３が示す範囲
）を含み、かつ、当該撮像範囲よりも広い範囲に対応する画像を表示させる。この表示は
後述の制御部１２２が、表示部１２５を制御することにより実行される。
【００６６】
　ユーザは端末装置１２０を操作して、パノラマ画像全体のうち、いずれの範囲の画像を
表示領域２２２に表示させるかを決定することができる。
【００６７】
　すなわち端末装置１２０は、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲（例
えば、パノラマ画像）のうち、第１の領域（表示領域２２２）に対応付ける範囲を、ユー
ザから受け付けた操作に基づいて変更する。この変更制御は、操作部１２６が受け付けた
指示に基づいて、制御部１２２が表示部１２５に表示させる画像を変更させることにより
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行われる。
【００６８】
　例えばユーザは、表示画面上の表示領域２２２に表示された画像上に指２２０の位置を
合わせて、縦方向、横方向、又は、斜め方向にスワイプ操作する。このようにして、パノ
ラマ画像上の領域のうち表示領域２２２に表示される領域を縦方向、横方向、又は、斜め
方向に変更させることができる。
【００６９】
　ここでスワイプ操作とは、指２２０を操作画面に接触し或いは近接させた状態で画面上
の２点間移動させる操作のことである。指のかわりに、タッチペンなどの操作器具を用い
て操作することとしてもよい。
【００７０】
　また例えばユーザは、表示画面上の第２の表示領域に表示された画像上に指２２０の位
置を合わせて、ピンチイン、又は、ピンチアウト操作することにより、パノラマ画像上の
領域のうち、第２の表示領域に表示される領域を縮小又は拡大することができる。
【００７１】
　ここでピンチイン操作とは、第１の指と第２の指とが操作画面に接触し或いは近接させ
た状態で、第１の指と第２の指の距離を短くさせる操作のことである。また、ピンチアウ
ト操作とは、第１の指と第２の指とが操作画面に接触し或いは近接させた状態で、第１の
指と第２の指との距離を長くさせる操作のことである。指のかわりに、タッチペンなどの
操作器具を用いて操作することとしてもよい。
【００７２】
　ユーザは、表示領域２２２（第１の領域）に表示される画像の範囲を変更して、撮像装
置１１０に撮像させたい範囲に対応する範囲の画像が枠２２３が示す領域（第２の領域）
に表示されるように操作する。
【００７３】
　ここで端末装置１２０の操作部１２６は、第１の領域（表示領域２２２）のうち第２の
領域（枠２２３が示す領域）を含まない領域に対する操作を受け付け可能である。従って
ユーザは、表示領域２２２のうち、枠２２３が示す領域を含まない領域に対して操作を行
っても、枠２２３内の領域に表示する範囲を変更することができる。枠２２３内の領域に
表示される範囲は、撮像装置１１０に撮影させる撮像範囲に対応する範囲である。
【００７４】
　ユーザは、枠２２３内の領域よりも大きい領域である表示領域２２２に対する操作を行
うことにより、枠２２３に表示される領域を変更して、撮像装置１１０の撮像範囲を変更
させることができる。
【００７５】
　このようにして、撮像装置１１０が撮像可能な範囲における所望の範囲をユーザが容易
に指定することができる。ここで所望の範囲とは、ユーザが撮像装置１１０に対して指定
する撮像範囲に対応する範囲である。
【００７６】
　従ってユーザは、表示画面に表示されたパノラマ画像上で枠の大きさや位置を変更させ
ることにより撮像装置１１０の撮像範囲を変更する場合に比べて、容易に撮像装置１１０
の撮像範囲を変更させることができる。
【００７７】
　端末装置１２０は、枠２２３内に表示された画像に対応する被写体の領域が撮像装置１
１０の撮像範囲となるように撮像装置１１０を駆動させるための操作指示を撮像装置１１
０に送信する。
【００７８】
　本実施例ではパノラマ画像全体の範囲と、撮像装置１１０が撮像方向及び画角を変更し
て撮像可能な撮像可能範囲とが対応する場合について説明する。パノラマ画像全体の範囲
と枠２２３の範囲との相対関係が、撮像装置１１０の撮像可能範囲における撮像装置１１
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０の撮像範囲との相対関係と対応するように、端末装置１２０は撮像装置１１０の撮像範
囲を変更させる指示を出力する。
【００７９】
　すなわち、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲における第２の領域（
枠２２３が示す領域）の相対位置が、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範
囲における撮像装置１１０の撮像範囲の相対位置と対応させる。
【００８０】
　また、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲に対する第２の領域に表示
された範囲の大きさが、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲に対する撮
像装置１１０の撮像範囲の大きさと対応するように撮像装置の画角を変更させる。
【００８１】
　本実施形態において、端末装置１２０を操作して撮像装置１１０の撮像方向を右方向に
パンさせる場合の例について、図３を用いて説明する。
【００８２】
　撮像装置１１０の撮像方向を右方向にパンさせたい場合、ユーザは、表示領域２２２上
に指を接触し或いは近接させた状態で、位置３２０から位置３２１まで指で画面をスワイ
プする操作を行う。このようなユーザのスワイプ操作に応じて、表示領域２２２に表示さ
れる画像のパノラマ画像上の位置が右方向に動作する。
【００８３】
　なお、この撮像方向をパンするために指を接触させる位置３２０は、表示領域２２２内
の枠２２３以外の領域としてもよい。指が枠２２３内に接触した場合、表示領域２２２内
に表示されるパノラマ画像は移動させず、枠２２３の位置を移動させてもよい。
【００８４】
　図３に示した例では、スワイプ操作によって、枠２２３に表示される画像は、枠３１０
の撮像範囲に対応する画像が表示された状態から、枠２１１の撮像範囲に対応する画像が
表示される状態に変化する。
【００８５】
　これに伴って端末装置１２０は、撮像装置１１０の撮像範囲を図３に表す枠３１０が示
す範囲から枠２１１が示す範囲に移動させるための指示を撮像装置１１０に送る。枠２２
３を移動した場合、移動後の枠２２３が示す範囲を撮像するように、撮像装置１１０に指
示する。
【００８６】
　このようにして、撮像装置１１０は、撮像範囲が枠３１０が示す範囲から枠２１１が示
す範囲に変化するように右方向にパン制御される。
【００８７】
　次に、撮像装置１１０の撮像方向を上方向にチルトさせる場合の例について図４を用い
て説明する。
【００８８】
　撮像装置１１０の撮像方向を上方向にチルトさせたい場合、ユーザは、表示領域２２２
上に指を接触しあるいは近接させた状態で、位置４２０から位置４２１に指で画面をスワ
イプする操作を行う。図４に示した例では、表示領域２２２に表示される画像のパノラマ
画像上の位置が下方向に動く。このようにして枠２２３内に表示される画像が変化し、パ
ン操作の場合と同様にして撮像装置１１０の撮像方向が上方向にチルト制御される。図４
を用いて説明した操作例によれば、撮像装置１１０の撮像方向は、撮像範囲４１０を撮像
する状態から枠２１１の撮像範囲を撮像する状態に変化する。なお、撮像方向を斜めに移
動させることも同様に可能である。
【００８９】
　次に撮像装置１１０に対してズーム制御を行う場合の例について図５を用いて説明する
。
【００９０】
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　ユーザは、表示領域２２２に表示されたパノラマ画像を拡大するようにピンチアウト操
作を行うことによって、枠２２３内に表示される画像が拡大される。枠２２３内に表示さ
れる画像が拡大されることに応じて、撮像装置１１０の撮像範囲が望遠にズーム制御され
る。図５を用いて説明した操作例によれば、撮像装置１１０の画角は、図５に表す枠５１
０が示す範囲から枠２１１が示す範囲に縮小される。
【００９１】
　図２から図５を用いて説明した操作例は一例に過ぎず、これに限られない。表示領域２
２２に表示される画像の範囲の、パノラマ画像上における位置を変化させるための操作は
タッチ操作に限られない。たとえば、ユーザは端末装置１２０に接続されたマウスを操作
して、表示画面上に表示されるカーソルを動かし、画像をドラッグアンドドロップして移
動させることとしてもよい。
【００９２】
　あるいは、端末装置１２０に接続されたキーボードを操作して、表示領域２２２に表示
される画像を変化させることとしてもよい。
【００９３】
　または表示部１２５は、表示領域２２２に表示させるパノラマ画像上の領域の移動、拡
大及び縮小を指示するためのボタンを表示画面上に表示させ、ユーザがボタンを操作する
こととしてもよい。または、表示領域２２２の画像と共にスライドバーを表示させて、ス
ライドバーを操作することにより、表示領域２２２に表示させるパノラマ画像上の領域の
移動、拡大、及び、縮小を指示することとしてもよい。
【００９４】
　次に、端末装置１２０の動作について、図６を用いて説明する。端末装置１２０の制御
部１２２がプロセッサ及びメモリを内蔵する形態では、図６に示した処理は、図６に示さ
れる手順を制御部１２２が記憶部１２３に格納されたプログラムをメモリ１０４に展開し
て実行することにより実現される。あるいは、図６に示す処理の一部又は全体をハードウ
ェアが行うこととしてもよい。
【００９５】
　ステップＳ６０１において、制御部１２２は、操作部１２６に入力されたユーザ操作を
受け付ける。ユーザ操作がタッチ操作により行われる場合には、例えば、ユーザは表示部
１２５が表示する画像に指を接触させ或いは近接させることにより操作を開始することが
できる。または、ユーザは表示部１２５が表示する画像をドラッグ操作することで操作を
開始することができる。あるいは、表示部１２５が表示するボタンやスクロールバーによ
りユーザ操作が行われる場合には、ボタンのクリックや、スクロールバーの移動の開始に
より、ユーザ操作を開始することができる。
【００９６】
　ここでドラッグ操作とは、マウスボタンを押したままマウスを移動させて、表示画面上
のカーソルを移動させる操作である。
【００９７】
　ステップＳ６０２において、制御部１２２は、ユーザ操作によりパノラマ画像において
枠２２３内の領域が移動した移動方向を取得する。上述したように、表示領域２２２内（
例えば、枠２２３外）をユーザが操作することにより、範囲２１０内の、表示領域２２２
に対応する領域が変更される。範囲２１０は、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像
可能な撮像可能範囲である。その変更に応じて、範囲２１０内の、枠２２３に対応する領
域も変更される。範囲２１０内の、枠２２３に対応する領域を撮像するように、撮像装置
１１０に指示する。
【００９８】
　ステップＳ６０３において、制御部１２２は、ユーザ操作によりパノラマ画像において
枠２２３内の領域が移動した移動量を取得する。枠２２３内の領域の移動量は、例えば、
枠２２３内の領域の中心がパノラマ画像において移動した距離とすることができる。
【００９９】
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　ステップＳ６０４において、制御部１２２は、ユーザ操作によりパノラマ画像における
枠２２３内の領域の大きさが変化した量を取得する。
【０１００】
　ステップＳ６０５において、制御部１２２は、ステップＳ６０２において取得した移動
方向に応じて、撮像装置１１０の撮像方向を変化させる方向を決定する。
【０１０１】
　ステップＳ６０６において、制御部１２２は、ステップＳ６０３において取得した移動
量に応じて、撮像装置１１０の撮像方向を現在の撮像方向から変化させる変更量を決定す
る。
【０１０２】
　ステップＳ６０７において、制御部１２２は、ステップＳ６０４において取得した変化
量に応じて、ズーム倍率を変化させて撮像装置１１０の画角を変化させる量を決定する。
【０１０３】
　ステップＳ６０８において、制御部１２２は、通信部１２１を制御して、撮像装置１１
０の撮像範囲を変化させるための操作指示を撮像装置１１０に出力する。
【０１０４】
　撮像装置１１０に出力される操作指示には、Ｓ６０５において決定された内容に応じた
、撮像装置１１０の撮像方向を変化させる移動方向の指示が含まれる。また、撮像装置１
１０に出力される操作指示には、Ｓ６０６において決定された内容に応じた、撮像装置１
１０の撮像方向の変更量の指示が含まれる。さらに撮像装置１１０に送信される操作指示
には、Ｓ６０７において決定された内容に応じた、撮像装置１１０の画角の変更量の指示
が含まれる。
【０１０５】
　ステップＳ６０９において、制御部１２２は、ユーザ操作が停止したかを判定する。ユ
ーザ操作の停止は、例えば、ユーザ操作がタッチ操作により行われる場合には、表示画面
からユーザの指が離れた場合にユーザ操作が停止したと判定することができる。または、
ユーザ操作が表示画面に表示されるカーソルの操作により行われる場合には、例えば、表
示部１２５が表示した画像がドラッグされた後にドロップされた場合に、ユーザ操作が停
止したと判定することができる。あるいは、表示部１２５が表示するボタンやスクロール
バーによりユーザ操作が行われる場合には、ボタンのクリックが完了した場合や、スクロ
ールバーの移動が停止した場合に、ユーザ操作が停止したと判定することができる。
【０１０６】
　ここでドロップ操作とは、ドラッグ操作がなされている状態からマウスボタンを離す操
作を行うことをいう。
【０１０７】
　操作が継続していると判定した場合（Ｓ６０９でＮｏの場合）、制御部１２２はステッ
プＳ６０１からＳ６０８の操作を繰り返す。
【０１０８】
　一方、操作が停止したと判定した場合（Ｓ６０９でＹｅｓの場合）、制御部１２２は、
撮像装置１１０の撮像範囲を制御するための処理を終了する。なお、後述するように、ユ
ーザが操作を停止したと判定した後に、撮像装置１１０に操作指示を送信するようにして
もよい。すなわち、ユーザが表示領域２２２に対して操作を行って、変更後の撮像範囲の
指定が終了した後、撮像装置１１０に操作指示を送信するようにしてもよい。
【０１０９】
　次に撮像装置１１０が撮像可能な範囲のうち端末装置１２０に表示される領域について
、図８を用いて説明する。
【０１１０】
　図８に示した点Ｑは、撮像装置１１０の設置位置を示している。また、図８に示した範
囲２１０は、撮像装置１１０が撮像方向及び画角を変更して撮像可能な範囲を示している
。本実施形態において、パノラマ画像全体が示す領域は範囲２１０の全体に対応する。
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【０１１１】
　また図８に示した範囲８２２は、端末装置１２０において表示領域２２２に表示される
画像に対応する被写体の領域を示している。
【０１１２】
　また図８に示した範囲８２３は、端末装置１２０において枠２２３内に表示される画像
に対応する被写体の領域を示している。また範囲８２３は、端末装置１２０において表示
領域２２１に表示される画像に対応する被写体の領域を示している。さらに範囲８２３は
、端末装置１２０からの指示に応じて撮像装置１１０が撮像する撮像範囲を示している。
【０１１３】
　範囲８２３は、範囲８２２との相対関係を保ちながら範囲２１０上で拡大、縮小、及び
、移動を行う。範囲８２２と範囲８２３との相対関係には、範囲８２２と範囲８２３との
相対的な位置関係が含まれる。また、範囲８２２と８２３との相対関係には、範囲８２２
と範囲８２３との大きさ（例えば、面積）の相対関係が含まれる。
【０１１４】
　ユーザは、端末装置１２０を操作して表示領域２２２に表示するパノラマ画像の範囲を
決定することにより、範囲２１０における範囲８２２の位置及び大きさを決定することが
できる。
【０１１５】
　ユーザが端末装置１２０を操作して、表示領域２２２に表示するパノラマ画像の範囲を
変更することにより、範囲２１０における範囲８２２の範囲が変化する。
【０１１６】
　範囲８２２の範囲の変化に伴って、範囲８２３は範囲８２２との相対関係を保つように
して、範囲２１０における位置及び大きさを変化させる。
【０１１７】
　このように、ユーザは端末装置１２０を操作して表示領域２２２に表示されるパノラマ
画像の範囲を変更することにより、撮像装置１１０の撮像範囲を示す範囲８２３の範囲２
１０における位置及び大きさを変更することができる。
【０１１８】
　以上のようにして、端末装置１２０は、枠２２３内に表示された画像に対応する範囲が
撮像装置１１０の撮像範囲となるように、撮像装置１１０の撮像範囲を変化させることが
できる。
【０１１９】
　本実施形態によれば、表示領域２２２に表示される枠２２３の位置や大きさを変化させ
ることなく、ユーザは撮像装置１１０の撮像範囲を変化させることができる。
【０１２０】
　ユーザは、撮像範囲に応じた枠２２３よりも大きく表示されている表示領域２２２内の
パノラマ画像に対して操作を行うことにより、撮像装置１１０の撮像範囲を変化させるこ
とができる。
【０１２１】
　このようにして、本発明によれば、ユーザがパノラマ画像上の所望の位置を容易に指定
することができる。従って、ユーザは端末装置１２０を用いて、容易に撮像装置１１０の
撮像範囲を変更することができる。
【０１２２】
　＜第２の実施形態＞
　第２の実施形態では、端末装置１２０に対するユーザ操作が停止した後に、撮像装置１
１０の撮像範囲を変化させる例について説明する。
【０１２３】
　本実施例において端末装置１２０の決定部１２４は、操作部１２６が受け付けた操作の
操作量に応じて、撮像装置１１０に送信する操作指示の内容を決定する。例えば決定部１
２４は、操作部１２６に対する操作量に応じて、撮像装置１１０の撮像方向をパン方向又
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はチルト方向に移動させるための制御値を決定する。あるいは操作部１２６に対する操作
量に応じて、撮像装置１１０の画角を拡大又は縮小させるための制御値を決定する。
【０１２４】
　決定部１２４は、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲に対応する画像
上で表示領域２２２に表示する画像の位置が表示画面に対する操作によって変更された距
離に応じて、撮像装置１１０の撮像範囲を変更させる変更量を決定する。
【０１２５】
　撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲に対応する画像上で表示領域２２
２に表示する画像の位置が変更された距離は、表示領域２２２に表示する画像が表示画面
に対する操作によって変更された表示画面上の距離に基づいて求めることができる。
【０１２６】
　また決定部１２４は、撮像装置が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲に対応する画像に
上で表示領域２２２に表示する画像の大きさが表示画面に対する操作によって変更された
割合に応じて、撮像装置１１０の撮像範囲を変更させる変更量を決定する。
【０１２７】
　撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像可能な範囲に対応する画像上で表示領域２２
２に表示する画像の大きさが変更された割合は、表示領域２２２に表示する画像が表示画
面に対する操作によって拡大又は縮小された倍率に基づいて求めることができる。
【０１２８】
　本実施形態における撮像装置１１０及び端末装置１２０のその他の構成は、実施形態１
において説明した内容と同様であるため、説明を省略する。
【０１２９】
　本実形態における端末装置１２０の動作について、図７のフローチャートを用いて説明
する。端末装置１２０の制御部１２２がプロセッサ及びメモリを内蔵する形態では、図６
に示した処理は、図７に示される手順を制御部１２２が記憶部１２３に格納されたプログ
ラムをメモリ１０４に展開して実行することにより実現される。あるいは、図７に示す処
理の一部又は全体をハードウェアが行うこととしてもよい。
【０１３０】
　まずステップＳ７０１において、制御部１２２は、操作部１２６に入力されたユーザ操
作を受け付ける。ユーザ操作の受付については、実施形態１における図６のステップＳ６
０１の処理と同様である。
【０１３１】
　次にステップＳ７０２において、制御部１２２はユーザ操作が停止したかを判定する。
ユーザ操作が停止したかの判定は、実施形態１における図６のステップＳ６０９の処理と
同様である。ユーザ操作が停止していない場合（ステップＳ７０２においてＮｏの場合）
には、制御部１２２はステップＳ６０１及びステップＳ６０２処理を繰り返す。ユーザ操
作が停止した場合（ステップＳ７０２においてＹｅｓの場合）には、制御部１２２はステ
ップＳ７０３の処理に進む。
【０１３２】
　ステップＳ７０３において、制御部１２２はパノラマ画像全体における枠２２３の位置
を取得する。例えば、パノラマ画像の中心を原点とした座標における、枠２２３の中心の
位置を示す座標を取得する。原点はパノラマ画像の中心に限られず、パノラマ画像の頂点
又は任意の点とすることができる。また、枠２２３の中心の座標を取得する場合に限られ
ず、枠２２３の頂点又は任意の点の座標を取得するようにしてもよい。
【０１３３】
　次にステップＳ７０４において、制御部１２２はパノラマ画像全体における枠２２３の
大きさを取得する。例えば、パノラマ画像の中心を原点した時の、枠２２３の各頂点の位
置を示す座標を取得する。枠２２３が矩形である場合、枠２２３の対角線のうち一つの対
角線の両端の頂点の座標を取得することとしてもよい。原点はパノラマ画像の中心に限ら
れず、パノラマ画像の頂点又は任意の点とすることができる。
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【０１３４】
　また、枠２２３の頂点座標をする場合に限らず、パノラマ画像全体の面積に対する、枠
２２３内に表示された画像の面積の割合を取得することとしてもよい。
【０１３５】
　制御部１２２は、パノラマ画像全体に設定した座標系における枠２２３の頂点の座標を
取得することにより、ステップＳ７０３の処理及びステップＳ７０４の処理を同時に実行
することとしてもよい。
【０１３６】
　次にステップＳ７０５において、制御部１２２は、ステップＳ７０３において取得した
内容に応じて、撮像装置１１０の撮像方向を決定する。制御部１２２は、撮像装置１１０
が撮像可能な範囲における撮像装置１１０の撮像範囲の相対位置が、パノラマ画像全体に
おける枠２２３の相対位置と対応するように、撮像装置１１０の撮像方向を決定する。
【０１３７】
　次にステップＳ７０６において、制御部１２２は、ステップＳ７０４において取得した
内容に応じて、撮像装置１１０の画角を決定する。制御部１２２は、撮像装置１１０が撮
像可能な範囲に対する撮像装置１１０の撮像範囲の相対的な大きさが、パノラマ画像全体
に対する枠２２３の相対的な大きさと対応するように、撮像装置１１０の画角を決定する
。
【０１３８】
　そしてステップＳ７０７において、制御部１２２は、通信部１２１を制御して、撮像装
置１１０の撮像範囲を変化させるための操作指示を撮像装置１１０に出力する。
【０１３９】
　撮像装置１１０に出力される操作指示には、Ｓ７０５において決定された内容に応じた
、撮像装置１１０の撮像方向の指示が含まれる。また、撮像装置１１０に出力される操作
指示には、Ｓ７０６において決定された内容に応じた、撮像装置１１０の画角の指示が含
まれる。
【０１４０】
　以上のようにして、端末装置１２０は、枠２２３内に表示された画像に対応する範囲が
撮像装置１１０の撮像範囲となるように、撮像装置１１０の撮像範囲を変化させることが
できる。
【０１４１】
　次に、Ｓ７０５における撮像装置１１０の撮像方向の決定について、図８を用いて説明
する。
【０１４２】
　図８に示したパン角ｐ１は、撮像装置１１０の撮像方向の基準方向Ｒに対する現在の撮
像方向のパン角度を示している。図８に示したチルト角ｔ１は、撮像装置１１０の撮像方
向の基準位置に対する現在の撮像方向のチルト角度を示している。そして、図８に示した
画角ｚ１は、撮像装置１１０の画角を示している。
【０１４３】
　範囲８２３は、撮像装置１１０の撮像範囲の長辺と短辺の比率であるアスペクト比を保
つように、その幅と高さが設定されている。そして、パノラマ画像全体に対応する範囲２
１０と範囲８２３の位置関係からパン角ｐ１、チルト角ｔ１、画角ｚ１が決定される。
【０１４４】
　例えば、範囲８２３の中心と範囲８２２の中心が一致するように設定されている場合に
ついて説明する。範囲２１０上の任意の点を原点とする範囲２１０上の座標系において、
範囲８２２の中心の座標が（ｘ、ｙ）である場合、範囲８２３は範囲８２２の中心に予め
設定されているため、パン角ｐ１、チルト角ｔ１の制御値は（ｘ、ｙ）となる。
【０１４５】
　また、範囲８２２が拡大又は縮小された時、範囲８２３は範囲８２２応じた拡大縮小を
行う。このようにして、ズームｚ１が決定される。
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【０１４６】
　本実施形態によれば、表示領域２２２に表示される枠２２３の位置や大きさを変化させ
ることなく、ユーザは撮像装置１１０の撮像範囲を変化させることができる。
【０１４７】
　ユーザは、撮像範囲に応じた枠２２３よりも大きく表示されている表示領域２２２内の
パノラマ画像に対して操作を行うことにより、撮像装置１１０の撮像範囲を変化させるこ
とができる。
【０１４８】
　このようにして、本発明によれば、ユーザがパノラマ画像上の所望の位置を容易に指定
することができる。従って、ユーザは端末装置１２０を用いて、容易に撮像装置１１０の
撮像範囲を変更することができる。
【０１４９】
　＜第３の実施形態＞
　表示領域２２２に広角の画像が表示されている場合、表示領域２２２に表示させる画像
を移動させると、表示領域２２２に小さな画角の画像が表示されている場合に比べて、撮
像装置１１０の撮像方向が大きく変化する。したがって、表示領域２２２に広角の画像が
表示されている場合には、ユーザが撮像装置１１０の撮像方向の細やかな操作がしづらく
なる場合がある。
【０１５０】
　そこで、第３の実施形態では、表示領域２２２に表示される領域をパノラマ画像上で移
動させる距離を、表示領域２２２に表示されている画像の拡大倍率に応じて変更する場合
について説明する。
【０１５１】
　本実施形態における撮像装置１１０及び端末装置１２０の構成は、実施形態１において
説明した内容と同様であるため、説明を省略する。
【０１５２】
　本実施形態において、端末装置１２０の制御部１２２は、ユーザによる一定の操作に対
して、表示領域２２２に表示される領域をパノラマ画像上で移動させる距離を、表示領域
２２２に表示されている画像の拡大倍率に応じて変更する。
【０１５３】
　例えば、表示領域２２２に表示されているパノラマ画像の表示倍率が第１の倍率である
とする。このとき、ユーザが指を画面に接触し或いは近接させた状態で第１の距離移動さ
せるスワイプ操作を行った場合、表示領域２２２に表示される領域がパノラマ画像上で移
動する距離を第２の距離とする。
【０１５４】
　また、表示領域２２２に表示されているパノラマ画像の表示倍率が第１の倍率よりも高
い第２の倍率であるとする。すなわち、表示領域２２２にはパノラマ画像が第１の倍率で
表示されている場合に比べてより拡大されて表示されているものとする。
【０１５５】
　このときユーザが指を画面に接触し或いは近接させた状態で上述の第１の距離移動させ
るスワイプ操作を行った場合、表示領域２２２に表示される領域がパノラマ画像上で移動
する距離を第３の距離とする。
【０１５６】
　本実施形態において、端末装置１２０の制御部１２２は表示部１２５を制御して、上述
の第２の距離が、上述の第３の距離より短くなるように制御する。
【０１５７】
　このようにすれば、表示領域２２２におけるパノラマ画像の表示倍率が低い場合にも、
ユーザは撮像装置１１０の撮像方向を細やかに操作することができる。
【０１５８】
　逆に、端末装置１２０の制御部１２２は表示部１２５を制御して、上述の第３の距離が
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表示領域２２２に表示されるパノラマ画像の倍率が高い場合でも、少ない操作量で、撮像
装置１１０の撮像方向を大きく変化させるようにすることができる。
【０１５９】
　以上、実施形態１から３において本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発
明はこれらの実施形態に限定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能であ
る。
【０１６０】
　上記の実施形態１から３においては、撮像装置１１０が撮像した撮像画像に基づいて生
成されたパノラマ画像を用いる例について説明したが、これに限らない。撮像装置１１０
が撮像可能な範囲を表す画像であればよい。例えば、撮像装置が撮像可能な範囲に存在す
る物体の位置などを示す地図をパノラマ画像のかわりに用いることとしてもよい。
【０１６１】
　ユーザは、地図上の所望の領域が枠２２３内に表示されるように端末装置１２０を操作
することにより、枠２２３に含まれる地図上の領域に対応した撮像範囲を撮像装置１１０
が撮像するように制御することができる。
【０１６２】
　また、上記の実施形態１から３においては、表示領域２２２に表示することができるパ
ノラマ画像の全体が、撮像装置１１０が撮像できる範囲の全体に対応する例について説明
したが、これに限らない。
【０１６３】
　例えば、撮像装置１１０が撮像範囲を変更して撮像できる撮像可能範囲のうち、端末装
置１２０が閲覧することができる範囲が制限されている場合、端末装置１２０の表示領域
２２２に表示できる画像の範囲を制限することとしてもよい。すなわち、表示領域２２２
に表示することができる画像の範囲を、端末装置１２０が閲覧することができる範囲に制
限することとしてもよい。
【０１６４】
　また、枠２２３は必ずしも表示しなくてもよい。表示領域２２２のうち所定の領域に表
示された画像に対応した撮像範囲を撮像装置１１０に撮像させるように予め設定されてい
ればよい。
【０１６５】
　＜その他の実施形態＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【０１６６】
　１１０　撮像装置
　１２０　端末装置
　１３０　ネットワーク
　１１３　撮像部
　１１２　制御部
　１２１　通信部
　１２２　制御部
　１２４　決定部
　１２５　表示部
　１２６　操作部
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